
保険制度改革の円滑な実施と評価に寄与していくことが期待される。   

特に、介護予防の研究に関しては、技術的基盤等を整備することにより、年々  

伸び続ける介護保険の給付費・保険料に対する財政上の効果を大いに期待した   

い。  

図12（長寿科学総合研究事業）の例  

（6）子ども家庭総合研究事業   

子ども家庭総合研究事業は、「子ども家庭総合研究領域」及び「小児疾患臨  

床研究領域」から構成されている。   

それぞれの研究領域の内容は次の通りである。  

（6－1）子ども家庭稔合研究事業   

本研究事業は、子どもの心身の健康確保、母子保健医療体制の充実、多様な  

子育て支援の推進、児童虐待への対応など、多様な社会的課題や新たなニーズ  

に対応する実証的な基盤研究を行い、母子保健医療行政の推進に大きく貢献し  

ており、本事業の研究成果は行政施策に必要不可欠である。  
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子どもを取り巻く社会、家庭環境の変化により、取り組むべき課題も急激に  

変化し、多様化してきているため、本研究事業においては、「健やか親子21」、  

「子ども・子育て応援プラン」などに基づく次せ代育成支援の推進をはじめと  

して、今日の行政的課題の解決及び新規施策の企画・推進に資する計画的な課  

題設定が行なわれている。   

今後、このような時代のニーズの変遷を先取りした、一層包括的な検証研究  

及び政策提言型研究により汎用性のある研究成果が期待される。  

多施設共同ランダム化比較試臆による早産予防のための妊婦管理ガイドラインの作成  

■
み
勺
 
 

【わかっていたこと】早よ予断のために脚音波  
による子宮瓢龍の観零が有用であること。  
1管最短縞鰍こ対する致管鵬術と  
ul閥叩Tけ画nl¶血erの有用性を檎  
証することが急務であること．  

【今回の成果】慮管長短ヰ例を対暮に、不■性軽染の有兼  
で絶分化した℡里方浅に聞する臨床研究のプ  
ロトコールを作成し、症例登録を開始した，  

【今回の成果の鷺義】早産予肪に対する取り観みの必蔓性  
の泣沈が広まった。  

雑で出■モ糧1される義鬱奄ルヘ   

く早産予防の鶴掠研究〉  
－・－●加へのこ■内－  

ヽ巧好鶏人司▲↓．坤ぺほ一撃ウイべ㍗一‾＼ツ鶏慮1景堰鼓1ゴーL†るエ：  

へ ■■■ t－も■Jl小■一勺・■′．1■■■lJ▼．∫‘  
題廷哲紗そ．ゝた泉．ノせ，乞骨子i九 埴♪，ちい洪■ヽ孝鋼  

Tとこ！ア P揮い書■藩■で’ノ○一【してお？yケ畿■▼と汽周宣．  

1；・、司郎 ■1∫l‘守一Lき蓼、、でてノく塾★鮮ふ・J．裏ダ触t∫増．  
と■．■j，〔   

－ムIr√孤え声、人ユ．すいつね事秩i㌻qチんと途7－・■i■ミぎ仁．ごと  

古漬飛上してぃ雇丁，ち汗顔埋けH‖針」こ．たとくこ丈㍑、謂欄呵・ハ  

正弦ti？／「て－㌧げ′rて▲リヱざ．L冬うん 辻井研ヽL寧わ」i  

▼IJ■・－ ■■■ごtご、．ト ‾こ・r●▼l‾r・▼ も  

射公職㌔、ノ・rpl化∴岳謬料＝！rヾ ■さゴ一．  

′r｛’、∴，、．．．′ざて■一朝「－、ヽ  

竺
 
 

ゝ
■
 
T
竿
ト
 
 

㌣
 
こ
 
 

－
 
∵
．
 
 

T
＋
ヤ
 
ー
ー
■
■
■
‥
 
 

ニ
 
 

t ■山1   

1 ■■－、   
「丁－・∴■・－   

ふ  
F  I  

－
 
 

■
 †
 
 

1
 
◆
▲
 
 
■
－
－
－
－
－
1
▲
 
 

－
－
 
 

…
．
 

◆
γ
・
1
∵
 
 

●
】
 
 

覇電動旧一ホで應ち●ん纏縞こきちす筑真部筏鮎啄盈てす、  

抑と細れ1：舞鶴ナんはt触ため町一さこたもあこ‘．蓼て 

わと憫々な聯丈■梵露レ■rく岳ここでI薦り、・モ¢抒曾●慈を  

苓潔こ鐘くたゆi二、紘たも1i甲疇？T静穏譲り瀞執したいと  

争えてい凍す．乱臣 染も℡（彿芯で、盲ヒ文の慧0、撞哲，丈舛曳  

くなっr、．ミる填嘩さんけ静霧す不慮縄付汚いここかゎかつてい  

電可．しサし ￥¢ナ乏qネルにと¢増1遵絆せfTえば敬覆ヴ  

彗 琵・lf盲ケu普；こヤ㍗1ていぜ餞ん、   

．：－  

：廿±iご  

モニて．諺昔葛およ豊慧▲詞の★許な隕顎瑠癒！，て 舞澤て  

軍籍¢手長甘やたわ㊤耶と行うIi謁がお甜しよ．．顎喉b  

ごめ8確遥葬1毎初に常並してい量子、もし、温々た碑  

il購に結く猛って撃た■警告堤 こ¢t■洗損だ岬各色畿兢  

¢て沙－く洩登′きす¢で あ傑落そ＆響もく立居い  

・  l・■一．r■－－■■ ▼■・■■3  ‘’1rl■lhJ‘′■▼、  

・ ●、 ニ■「’ ■・．■ちィ．ト＼■▼ －l●   ○● ■・ ‾・   

L．Iほ＝・－ し■▲＿′ぴ’・バ ーニ彊．rtt逢l射ケこ！れ   

■、▲■口■■ ▼●ヽ‘■■■ヽト，、1●  

●・′豊年▲恥nL・、  

－■＿r＼＼－ 川  

／／苧＼、  
ぷ ■こ・ 
＿  ヽ■  

図13（子ども家庭総合研究事業）の例  

（6－2）小児疾患臨床研究事業   

我が国では、欧米諸国と比較して、治験を含めた臨床研究全般の実施及び支  

援体制が脆弱であり、特に小児疾患領域においては顕著であると指摘されて久  

しい。このため、本研究事業によって治験を含む臨床研究全般の実施及び支援  

体制の強化を図り、欧米詩圃にキャッチアップし、小児疾患領域における根拠  

に基づく医療（Evidence Based Medicine）の一層の推進を行うことが必要で  

ある。  
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なお、現在、本研究事業では臨床研究の拠点となる施設において、麻酔薬、  

抗腫瘍薬について用法・用量、有効性、安全性等の研究・評価を実施しており、  

所要の成果を上げてきた。  

「低出生体重児の無呼吸発作に対するドキサブラムの安全性・有効性に関する研究」  

重児の無呼吸発作（未熟児無呼吸発作）治療薬であるドキサブラムの佐用皇投与の安全性・有効性  研究目的 日本未熟児新生児学会が早期に適応を確立すべき適応外医薬品の上位にあげている、低出生体  を検証する。  

今後の計画  

平成18年虔から、未熟児無呼吸発作に唯一認可さ  

れているアミノフィリンを対照薬とした佐用畳ドキサブ  
ラムの多施設共同ランダム化比較試験を遂行する。  
同時に、POPulaぬnpharma∝血∩成岱の手法を用  
いたドキサブラムの薬物動態研究、臨床・基礎的生  
理学的研究を続行し、低用量ドキサブラムの安全  
性・有効性を検証する。臨床試軌こあたっては、目  
標症例数の確保、データマネージメント、解析に多大  
の努力が必要と考えられる。  

図14（小児疾患臨床研究事業）の例  

（7）第3次対がん総合戦略研究事業   

遺伝子・分子レベルでのがんのより深い本態解明に迫る成果を上げる一方で、  

平成16年度から開始された「第3次対がん10カ年総合戦略」の新たな戦略  

目標に掲げられている革新的ながんの予防、診断、治療法の開発に向けて、大  

きな成果をあげつつある。今後は、これらの成果をさらに応用・発展させ、患  

者にもっとも近い臨床現場に還元できるよう、研究を推進していくことが求め  

られている。   

（7－1）第3次対がん絵合戦略研究事業  

遺伝子・分子レベルでのがんのより深い本態解明に迫る成果をあげる一方で、  
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平成16年度から開始された「第3次対がん10カ年総合戦略」の新たな戦略   

目標に掲げられている革新的ながんの予防、診断、治療法の開発に向けて、基   

礎研究の成果を積極的に応用することで、より大きな成果をあげつつある。今   

後、多段階発がん過程のシナリオの全貌を明らかにすることを目的とする発が   

んの分子基盤に関する研究等を進めるとともに、がんに関する疫学的研究等を   

推進することで効果的ながん検診方法を開発し、生活習慣とがんの関連につい   

てのエビデンスを明らかにしていくことで効果的かつ効率的で実践的な予防   

方策の構築等にも重点を置いていく。また、精度が保たれたがん登録を円滑に   

進めるためのシステム構築に関する研究等も推進し、さらに、患者の視点を重   

視した患者支援システムの開発、がん患者の生活の質（QOL）の向上を目指し   

た緩和ケア技術の開発・普及等についても取り組んでいく必要がある。  

騨がんの壌枚  
の進行した状態で発見（全国膵癌豊餞ZO年間の集計）  
がん昔キ協同敲）  
いで払（l00．∞○人当たり178人）、  

£よ王∴〉†さ7上皇盤t平成l畔犀生労●書一人口動態統机）  

研究の目的  
健常者と膵がん患者の鑑別が付く基準を見つけ、遷  
跨がんの早期診l附こ利用すること。   

研究の方法  
（》血繁のプロテオーム解析により健常者と膵がん  
患者の鑑別ができるデータセットを抽出する。  
② ①で得られたデータセットが①とは別の膵がん  
患者群の検体に対しても当てはまるか検討を行う。  
③①、②を行って十分確紘のとれたデータセットを  
使用した大規模な臨床試験により、診断への有効  
性を確かめる。  

研究の成果  
・人工知能を用いた機械学習法により、健常者と膵がん患者を鑑  
別し得るデータセットを抽出した。  
・得られたデータセットを用いて別の検体に対してコンピューター  
芸品盲蒜妄行詰妄ご芸：も1；に㌫這壷毒？㌫フ完）示得ステージⅠぅ正翔の汚がんも12昏睡1媚を裸出  

〇A19－9と鑑み合わせれば100％の症例を扶出  られた。  
・ステージ1、Ⅱ期の経がん愚老の検体についても12例中10例  
を検出できた。また、CA19－9と頼み合わせれば全例の検出が  
できることが分かった。  
・平成18年度から大規模な臨床研究を開始する。  

図15（第3次対がん総合戦略研究事業）の例  
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（7－2）がん臨床研究事業  

本研究事業は、我が国の死亡原因の第1位であるがんについて研究、予防及   

び医療を総合的に推進することにより、がんの羅患率と死亡率の激減を目指す   

ものであり、着実に成果を得られる研究を優先的に採択し、がん対策を強力に   

堆進する。   

「分野1 政策分野に関する研究」においては、全国的に質の高いがん医療水   

準の均てん化を推進するために、がん診療連携拠点病院の機能向上に関する臨   

床研究や、がん患者の生活の質（QOL）の維持向上のために、がん患者の状況   

に応じて緩和ケアや精神的ケアが早期から適切に行われること、在宅がん患者   

に対しがん医療を提供するための連携協力体制を確保すること、がん患者の家   

族に対して効果的な支援を行うことに資する研究についても取り扱う。  

「分野2 診断・治療分野に関する研究」においては、我が国におけるエビ   

デンスの確立に資するような、必要な症例数の集積が可能な体制で実施される   

多施設共同研究を優先的に採択し、転移・再発・進行がん等、難治性のがん治   

療法の開発や延命効果のある効果的治療法の開発、患者のQOLを重視した低侵   

襲性治療法の開発等を推進する臨床研究を取り扱う。  
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頭頚部がんの頸部リンパ節転移に対する標準的手術法の確立に関する研究  

目的：醸頚部がんの頚部リンパ節転移に対する最も一般的な治療法である  
頚部郭清術に関して、その手術内容や適応が施設毎に異なる現状を  
改め、施設差の解消を図ること  

音がんの頚部リンパ節転移に関する治療ガ  
イドライン菓を♯正し、さらに文献考証を  
行った。また、術前進最度診断の均一化を  
目指して画像診断基準の作成を開始した。  

研究を継続中（症例集積は完了）。切除範囲  
の縮小や術後リハビリテーションが術後機能  
の向上に兼♯していることがわかってきた。  

術後補助療法としての化学放射線同時併用  
療法に注目し、同療法に関する第1・2相試験  

を開始した。  

平成用年4月28Eほでに189例の見学を  
実施した。（症例集積3年間の予定）  

施設蓋の存在する術式細部lこついて蓼加  
施設間で意見爛整を行い、頚飾郭清術手  
書指針原案を作成した。  

図16（がん臨床研究事業）の例  

（8）循環器疾患等総合研究事業   

我が国の3大死因のうちJ2位と3位を占める重要な疾患である脳卒中、心   

疾患及びその原疾患である糖尿病等の生活習慣病に対する予防・診断・治療法   

について研究を進める本研究事業は、厚生労働行政の中でも重要な位置を占め   

ている。これまでの研究で、糖尿病と生活習慣との関係や合併症予防に関する   

欧米人におけるエビデンスとは異なる日本人の新たな知見等が明らかとなり、   

今後、診療ガイドラインにも強い影響を与えるものと考えられる。また、高脂   

血症が脳卒中の危険因子となる可能性が示される等の重要な知見も得られた。   

今後、新しい高血圧治療や動脈硬化性疾患等の診療ガイドライン等の参考資料   

となることが期待される。特に、近年その患者数が増加している糖尿病につい   

ては、平成17年度より「糖尿病予防のための戦略研究」（図17）が開始され、   

介入のためのプロトコールが取りまとめられた。  
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これらの成果は、厚生労働行政に貢献するところが大きく、医療経済的にも  

重要な成果が得られたと考えられる。今後はさらに糖尿病に関する研究の強化  

や、メタポリツクシンドロームの実態把握とその有効な対策に資するエビデン  

スの構築など循環器系疾患等の生活習慣病の総合的な研究を強力に推進して  

行く必要がある。  
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図17（循環器疾患等総合研究事業）の例  

（9）障害関連研究事業   

障害関連研究事業は、「障害保健福祉総合研究」及び「感覚器障害研究」か   

ら構成されている。それぞれの研究領域の内容は次の通りである。   

（9－1）障害保健福祉稔合研究事業  

障害保健福祉施策においては、障害者がその障害種別に関わらず、地域で自   

立して生活できることを目的に、平成18年4月施行の「障害者自立支援法」   

による新しい障害保健福祉制度の枠組みを構築することが課題となっている。  
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本研究事業においては、障害の正しい理解と社会参加の促進方策、障害者の心   

身の状態等に基づく福祉サービスの必要性の判断基準の開発、地域において居   

宅・施設サービス等をきめ細かく提供できる体制づくり等、障害者の総合的な   

保健福祉施策に関する研究開発を実施している。これらは公募課題の決定時点   

から必要な行政施策を踏まえ戦略的に取り組んでおり、施策決定の上での基礎   

資料の収集・分析、研究成果に基づく施策への提言等大きな成果をあげている。   

障害保健福祉施策は、今後、自立支援・介護のための人的サービス、就労支  

援、住まい対策、発達支援など総合的に取り組む必要があり、行政ニーズの一  

層の明確化を図るとともに、本研究事業の継続的な充実が必要である。  

肢体不自由着用新移動機器・足漕ぎ車椅子の研究開発  

研究者らの最近の研究で、これまで用いてきた自転車のような  
回転式サイクリングに代わる、より脚発生力を効率的に利用可  
能な駆動方式の存在が明らかになってきた（特許出撃準儀中）。  
これを用いることで、より重度の下肢障害者の自力走行が可  
能になるのみならす、駆動力の不足を補う／ヤフーアシスト系へ  
の負荷が減少し、より長時間の無充t動作（つまり連続航続距  

騒卒中繰の片麻■で  
もサイ少ルプチエア  
は馨勤可能であり、  
■勤によって、麻＊の  

ある下肢にも筋の羞  
勤がみられるようにな  
ることが明らかとなっ  
た．  

離の伸長）を可能にする。  
この睾椅子は、前方に自  
転書のようなペダルを設  
け、脚で曝聾lする方式で  
あり、自力走行・t気モー  
タによるパワー7シストF  
ESによる遼勤再建払n＼  
くつかの手法を組み合わ  
せることで下肢陣嘗の広  
い症例に対応可能である  
ことを既に示している¢  

。
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自転車のような回転塵  
の睡t8方式の■舎、  
左図に示すように卸先  
で発生する力は必ずし  
も効率的に利用されて  
いない。新しく開発中  
の手法は．基本的に仰  
の往復運動を用いる  
方法であり、この間趨  
を解決可能である。  

pI P2  円  P●  Pt P2  門  P4  

麻片側  非麻弁償  

歩行不膨な好卒中護の鯛の点者きん5劇／二お／ナる、  
ナイタゾングチ二刀脚中の脚∬広鰯ソ勿軌   

随意的な下肢の運動努力では、筋活動がみられないが、  
サイクリンケチェアの駆動では、麻痺側にも非麻ヰ側と同様の、  
ペダル回転に応じた筋活動がみられるようになる。  

・00 ・7tXI・《XI・知 ・l（D   
鵬l加匝⇒1m】  

図18（障害保健福祉総合研究事業）の例  

（9－2）感覚器障害研究事業   

視覚、聴覚■平衡覚等の感覚器機能の障害は、その障害を有する者の生活の  

質（QOL）を著しく損なうが、障害の原因や種類によっては、その軽減や重症化  

の防止、機能の補助■代替等が可能である。そのため、本研究事業では、これ  
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らの障害の原因となる疾患の病態・発症のメカニズムの解明、発症予防、早期  

診断及び治療、障害を有する者に対する重症化防止、リハビリテーション及び  

機器等による支援等、感覚器障害対策の推進に資する研究開発を一貫して推進  

している。   

複雑な感覚器障害の全容解明には、まだ多くの課題があるものの、病態解明、  

検査法、治療法の開発、支援機器の開発に着実な成果をあげている。具体的に  

は正常眼圧緑内障の疫学的研究、人工視覚システムの開発、難聴胎児の診断法、  

人工内耳の客観的評価法の開発などがある。   

高齢化が進む中で、QOLを著しく損なう感覚器障害の予防、治療、リハビリ  

テーションは重要な課題である。特に、失明の原因として増加しているといわ  

れる糖尿病性網膜症や緑内障、突発性難聴などに対する疫学的調査を含めた対  

策の樹立は急務であり、専門家の意見を踏まえつつ、公募課題の重点化を図っ  

ていく必要がある。  

ーhル ー▲ 一－“ 腑  

・ご、∴＿－∴  

帆14  
－－℃一   

軍桓  

靂鞭訝  

ヽ  
■麟鯛激牽t附こよる人工犠鸞システムの幣集  
積究め鞘窟と臼的＝♯研究により、鶴荏裾劇な治轢漆がない網翳色葬ま性や■蝶期加齢贅測地などの難治疾患の揚力酎醜手段と  
なネ泉工視覚システム菅隋激すも虚 研ま内管：様々の紳蜘に対して、本柵自の紘繊綴上潮横t気覇激ISTS）方式のt繰を  
用いて網懐への犠艶親藩を行い、絆叡光簑紬兼業せることにより人工親鸞を索磯できること蓉糟紘した鬱蜜た、この瀕式音用いて稟戦  
勲物で擬倒尭繁を発現する爛熟条件や窒熊労腐能の淋定整行うと緯剛ニ、喋繰柳農期耐用性や最期刺激薬繰下での繊ヰ安全性  
の嶺謬など老朽い．エ夢鵜のシステム綾j附こお】ず為各種業霹挽鞘の接受に穣与している． 今後の巌鶏〉人工積覚システムめ2凍鼠  
僻機安宅成し，動機せにおいて穣析指数赤穂当めAエ裾麓が得られ轟こと整離紘したヰ2J隼雄音程他に薬用機の闊発を8指しでいる．  

図19（感覚器障害研究事業）の例  
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（10）エイズ・肝炎1新興再興感症研究事業   

エイズ・肝炎・新興再興感染症研究事業は、「新興再興感染症研究領域」、「エ   

イズ対策研究領域」、「肝炎等克服緊急対策研究領域」から構成されている。   

それぞれの研究領域の内容は次の通りである。  

（10－1）新興・再興感染症研究   

新興・再興感染症については、国家の安心・安全対策としても、今後、対策を行う  

べき問題である。当該研究事業で、昨今話題となうているSARS、新型インフルエン  

ザを始め、近い将来克服されると考えられていたが再興が見られる結核等種々の  

感染症に関して、病態解明、予防、治療法の開発のみならず、行政が行う対策に資  

する課題など、幅広い研究が推進されている。このようなことから、本研究事業は、  

国民の健康の安心・安全の実現のための重要な研究であり、積極的に実施する必  

要がある。  

インフルエンザパンデミックに対する危機管理体制と  

国際対応に関する研究  

研究の暮暮  
・高角庫性▲インフルエンザ（ん／H5Nりの克行  
が拡大して、新型インフル工ンザによって条t  
事のt■捜書が生じ、社会活動の破綻が起こ  
る可能性が高まっている。パンチミックにtえ  
た事前準儀と発生時の対策行動計画の策定  
が急がれる．   

研究成果  
・サーーベイランス、公衆衛生上の介入、抗ウイ  
ルス雷lやワクチンの使用方法などについて研  
究し、新型インフルエンザlこ■えた事前葬≠計  
画、行動計蓼の策定を国内、海外こおいて支  
詳した。  
・新型インフルエンザの予断・封じ込めのため  
の新型インフルエンザ対応ワクチンの緊急開  
発及び蘭鶏床錘、臨床相集施の推進、支  
鋒を行った。  
・新型インフルエンザに対応したサーーベイラン  
ス体制を換討するとともlこ田内外で発生した  
高■押性■インフルエンザに対する絹皇診  
断法を開発して流行に傷えた。  
・鳥インフルエンザの流行地域であるベトナム・  
インドネシアにおいて実験室診断技術及び  
サーーくイランスの技術支撞を行い、サーベイラ  
ンスのネットワーク構】おこ千離した。また、流行  
ウイルスを分暮、収集してワクチン換の開発や  
ウイルスの電1を迅速に杷還するための標準  
ウイルス抗原や坑血清を作製して、新型インフ  
ルエンザ出現時に対応できるように準♯した．  

図20（新興・再興感染症研究）の例  

（10－2）エイズ対策研究事業  
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HIV感染症は、HAARTの導入により慢性感染症の性格を帯びてきているものの、   

効果的な予防ワクチンも完治する治療法も開発されていない現在、常に最新の  

治療法の開発、治療ガイドラインを必要とする。また、新規のHIV感染者のう  

ち、そのほとんどが性的接触に由来するため、性感染症対策に関する研究も必  

要となる。このような状況に対応するため、本研究事業は、効果的な予防対策   

と疾患概念を変える治療法及びエイズ医療の体制確立について着実な結果を   

示しており、行政施策の推進に大きく貢献しているところである。  

HlV感染症の動向と予防モデルの開発・普及  

＜目標＞  

に関する社会疫学的研究   

1．わが国のハイリスク行動層の且Ⅳ感染率と行動の実惣を解明する  
2．若者、滞日外国人、兄IV感染者等に対する、わが国の社会状況や文化環境に適しかつ有効なエイズ対策モデルを、社会疫学  

的手法を用いて開発・普及する。  

表1，WYSH予防教育の知抜・態度・行動への効果  

高校生   中学生  
2∝】3年   2∝）3年  

（5．629人）  （7，089人）  

卯年   2004年  
（6．422人）  ‖2。615人）   

知  
モー＝   

態  性悪染症へのリスク認知  約10％†  約20％†   

虔  高校生の性行為の啓 詠意識  約5％1   
約5％1   

行  コンドームの使用   10％†   20％†   

勤  性経験宰の増加   0％   0％   

教師  家庭 地域社会友人・同僚・先輩   

人間的つながり（コネクティドネス）の衰ぇ 

惰               ／ 報  × × × xヲガレシヤ‾  

童  ＝  鵬性情  

・薬物の■延  
携帯書誌   

無防傷な性的ネットワーク  

性感染症／中絶′HⅣ流行  

国1．若者の性行動のコネクティドネスモデル  

＜研究成果の例＞  
膨大な質的・霊的調査に基づいて、わが国の若者の性行動の実態とその社会生態構造くコネクティドネスモデル）を  
明らかにし、それに基づく「社会分業」という新しい予防理念のもとに、疫学、ソーシャルマーケティング、行動札学などを統合した学際的アブ  
J＝－チにより、新しい予防モデル（WYSHモデル）と関連資材を開発した。WYSfTモデル（＝よる予防教育は、若者の釦滋・幾度一行動に顔著な  
効果のあることが華美験的に確認され、その成果は2胴年度より厚生労働省書少年エイズ対策事業として研修事業化され、中学、高校を  

中心に全国的書及が進みつつある。  

図21（エイズ対策研究事業）の例  

（10－3）肝炎克服研究事業   

肝炎については、「C型肝炎対策等に関する専門家会議」において、（Dc型  

肝炎ウイルス検査等の検査体制の充実、②効果的な治療法の普及、③新しい医  

薬品等の研究開発の一層の推進、の3点の必要性が指摘されている。当該研究  

事業では、この報告書に沿った施策を推進するための研究が実施されており、  

国民の健康の安心■安全の実現のための重要な研究として、今後も積極的に実  
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施する必要がある。  

血液透析施設における  

C型肝炎ウイルス（HCV）感染予防マニュアルの作成   

【わかっていたこと】  
わが国の透析施設では、現在でも平均すると年率約2％の線度で、日印の薪たな感染が起こっていること  

が知られています。  

透析施設における椎V感染防止のための介入とその効果  

【今回の成果】  

透析砂削こおける写真を中心とした畿血的処モ時の注意点、手袋の着脱時の注意点などをもととした慈  
染予防のためのマニュアルを作成し、9つの透析施設（患者数延べ2．7偶人）において、スタッフの教育  

別線に用いたところ、HC〉の新たな感染の発生は見られなくなりまLた。   

【今回の成果の意義】  
写土を主体とした感染予防マニュアルを広く普及することにより透析施腰における日伊感染の予防に寄与  
できることがわかりました。  

図22（肝炎等克服緊急対策研究事業）の例  

（11）免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業   

花粉症、食物アレルギー、気管支喘息、アトピー性皮膚炎等のアレルギー疾  

患やリウマチ・膠原病等の免疫疾患を有する患者l享、国民の30％以上に上り、  

ますます増加傾向にあるといわれている。また、一般的に免疫アレルギー疾患  

の病態は十分に解明されたとは言えず、根治的な治療法が確立されていないた  

め、長期的に生活の質（QOし）の低下を招き、一部のアレルギー疾患について  

は不適切な治療法等の結果により致死的な予後をもたらす等、疾患毎に様々な  

問題を抱えている。そこでこれらの病気にかかりやすい体質と生活環境等の関  

係を明らかにすることで、疾病の予防、診断、治療法に関する新規技術を開発  

するとともに、免疫アレルギーの診断・治療等臨床に係る科学的根拠の収集・  

分析する。  
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「食物アレルギーの診療の手引き2005」の作成  

【わかつていたこと】食物アレルギーは小児から成人まで認められてい手した机対応が医師により手ちまち   
で患者さんもどうのようにしたらよいか躍るケースもありました。   
【今直の成果】小児科・皮膚朴内朴耳■科の臣軌bt尉許を重ね、厚生労相科学研究の研究成果を図表   
にまとめ、食物アレルギーの病型分類を行い、病型別のアルゴリズムを示した「食物アレルギーの診★の  
手引2005」を公附しました。   
【今回の成果の麓暮】食物アレルキーの鯵鵬の基本となる食物丸帯甜のネットワークを全国劇にも立ち   
上げ負荷班に基づいた食物アレルギーの診■の基本を一般の医師を対■に提示し病秒速携を推逢し食   
物アレルギーの患者さんの生活の貫の改書に役立てることができます。  

食物負荷甜   

【スケジ1－ル】  
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図23（免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業）の例  

（12）こころの健康科学研究事業   

近年、社会的関心の高いこころの問題は、精神科疾患、発達障害や自殺とい  

った領域に加え、アルツハイマー病やパーキンソン病などの神経分野に亘る広  

範な領域と関連しており、基礎研究から臨床研究に亘る総合的な研究成果を国  

民の安心・安全のために還元していくことが期待されている。こうした背景を  

踏まえ、精神分野と神経・筋疾患分野が連携を図り、社会的に要請の高い様々  

な課題に対して質の高い研究成果を出していくこととしている。   

従来から精神保健福祉の重要な課題である統合失調症に加え、近年、高い水  

準で推移し、平成15年には過去最高となった自殺問題や、患者数の多いうつ  

病、睡眠障害等のこころの健康に関わる問題、社会的関心と需要の大きい犯罪  

被害者や災害被災者に対するこころのケアの問題、ひきこもり等の思春期精神  

保健の問題、自閉症やアスペルガー症候群等の広汎性発達障害等、精神保健福  

祉行政においては新たな課題が山積している。  
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特に行政的に大きな課題である自殺問題については平成17年度より「自殺  

対策のための戦略研究」（図24）が開始され、介入のための研究プロトコー  

ルがとりまとめられた。また思春期保健関連、さらには、司法精神医学に係る  

研究など、行政施策に直接的に反映された研究も多く、本研究事業は大きな成  

果をあげているといえる。   

神経・筋疾患分野においては、脳の役割という観点から、神経・筋疾患に関  

して病態解明から予防法や治療法の開発まで、多くの成果があげられ、成果の  

還元、活用も着実に進んでいる。また、論文、特許等についても多くの成果が  

上がっており研究費が有効的に活用されているといえる。   

今後とも、こころの問題、神経・筋疾患の多くの課題に対し、疫学的調査に  

よるデータの蓄積と解析を行い、心理・社会学的方法、分子生物学的手法、画  

像診断技術等を活用し、病因・病態の解明、効果的な予防、診断、治療法等の  

研究・開発を推進していくことが重要である。   

今後、国民の健康に占める「こころの健康問題」の重要性が更に高まってく  

ることは間違いなく、本事業を強力に推進していく必要がある。  

「自殺対策のための戦略研究」  

（背景）我が国の自殺死亡率（人口10万対25，3）は世界第10位（G7中貫1位）であり、年間自殺  
者軌よ3万人を超える。毎日抑人以上が自殺で死亡している。  

（目的）全国各地の先駆的な取粕みの経験を踏まえ、大規模共同研究で効果的な介入方法に  
関するエビデンスを構築し、今後の自殺防止対策に役立てる。  

神経科学振興財団による戦略研究の実施：」－MISP  

人口動態や産業構乱  
社会基盤などの地域特  
性は自投率に大きな影  
響を与えている。最も畠  
軽率の高し、舶府射ま  
最も低い畿道府県の釣  
2餞である．  

複合的自殺対策プログラムの自殺企図予防効果  
に関する地域介入研究：NOCOM汀－J  

地域特性に応じた複合的自殺予防プログラムを実施し、通常の自殺予  
防対策を行う対照地区と比較して、自殺企図の発生予防に効果がある  
かどうかを検討する。  

自殺企図の再発防止に対するケースマネジメントの  
効果多施設共同による無作為化比較富農：ACT10NrJ  

救急医療應層に搬送された自殺未遂者に対して、ケースマネジメントを  
中心とした複合的自殺予防プログラム実施し、通常の対応と比較して自  
殺企図再発の防止に効果があるかどうかを検証する。  

自殺未遂の丘娃は自殺  
既遂の1大の危欝予測  
医学として大きな影響寄  
与見ている腎1人の邑椴  
者の背濃には10人を超  
える自殺未遂者が存在  
するモ  

図24（こころの健康科学研究事業）の例  
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（13）難治性疾患克服研究事業   

根本的な治療法が確立しておらず、かつ後遺症を残すおそれが少なくない自  

己免疫疾患や神経疾患等の不可逆的変性を来す難治性疾患に対して、重点的t  

効率的に研究を行うことにより進行の阻止、機能回復・再生を目指した画期的  

な診断・治療法の開発を行い、患者のQOLの向上を図ることを目的とした研  

究を推進していく必要がある。   

現在までに、特定疾患の診断・治療等臨床に係る科学的根拠を集積・分析し、  

医療に役立てることを目的に積極的に研究を推進している。また、重点研究等  

により見いだされた治療法等を臨床調査研究において実用化につなげる等治  

療法の開発といった点において画期的な成果を得ている。   

引き続き、災害時における難病医療提供等に関する研究、疫学研究、診断基  

準や治療指針の改訂を進めるとともに、各疾患の研究の進捗状況や対策の緊急  

性等を十分考慮した上で、ゲノム、再生、免疫等他の基盤開発研究の成果を活  

用した臨床研究を強力に推進していく必要がある。  

【難治性疾患】  
原因不明、治♯法未確立であり、かつ、後遺症を残すおそれが少なくない紳  
または、経過が慢性にわたり．■に聯的な間tのみならず介覆響に馨しく人  
手を要するために機の負担が重く、また，精神的にも■担が大きい疾患。  

例のプリオン■零の従来にない■包の伝播を示す疾患   
②筋蓼溶性銅集硬化症（ALS）専の鮎性の♯鮭ま上   
③アレルギー性内芽且性血管炎や全身性エリテマトーデス（S」∈）零の杜冶  
性のアレルギー疾患・自己免疫触  

出血■の棚  
f鮎脚．■よ安厨  

書芸品耶地名慶應彦左屠蒼  

図25 難治性疾患克服研究事業の概要  
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